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Canova（1994a））（Mariani Canova（1994b））（De 

Nicolò Salmazo（1999））07）．

他の現存する本の場合では，頁全体は文字テクスト

が載る平面として把握されており，主役の文字テクス

トに対して脇役の欄外装飾やイニシャル装飾が添えら

れるという，従来の写本装飾文法が踏襲されている．

実際にこの 1469 年のスピラによる『博物誌』の現存

例の多くは，当時の手写本によく見られる白蔓文様を

用いて飾られていた（松下（2024））．

ところが，このラヴェンナ所蔵本の扉絵は，そもそ

もの発想が異なる．紙面を単なる平面としてではなく

三次元空間を描く支持体として捉えている点で，従来

の写本装飾文法から著しく逸脱している．中心には古

代風の建造物が大きく描かれ，その背後には風景が垣

間見える．建造物の前面には大きな巻紙が吊るされて

おり，画家に手渡される前にすでに印刷されていた文

字テクストは，画家によってあたかもこの「描かれた

羊皮紙」に記されているかのようにされている．つま

り，主従が逆転し，文字は絵の中に閉じ込められ，絵

画の三次元空間の中に従属する一部になったのであ

る．「建築的扉絵」と呼ばれるこの革新的な意匠は，

写本挿絵の専門画家ではなく通常の画家として修業を

積んできだヴェンドラミンだからこそ成し得た自由な

発想に基づくものだったかもしれない．

ジョヴァンニ・ヴェンドラミンはパドヴァのスクァ

ルチョーネ工房で学んだ画家であり，マンテーニャや

マルコ・ゾッポの弟弟子にあたる．スクァルチョーネ

の最晩年には「息子」（養子）として迎えられていた

記録が残るが，師匠の死の前後に師匠の下を離れて，

新事業を始めたばかりのヴェネツィアのスピラのも 

とに行ったとされる（Benetazzo（1999））（Alberto 

Calogero（2018））（Jacopo da Montagnana（2002））．

1469 年，師を失ったばかりのヴェンドラミンはこ

の真新しい職業で成功する必要があり，野心家であっ

たこの版元スピラに気に入られる必要があった．ここ

に描かれる「羊皮紙に羊皮紙を描く」というユニーク

なモチーフも，スピラの意を汲んで，印刷技術の革新

性を視覚的に強調する意図を含んでいたかもしれな

い．というのも，これによって，権威ある古来からの

「羊皮紙の巻物」という媒体上に初めて「印刷文字」

があることが明確に意識づけられ，プリニウスの巻末

のコロフォンでスピラが強く主張する「手書きよりも

読みやすい」という美点が強調されるからである（松

下（2026 予定））．このプリニウスのコロフォンには，

手写本は「不鮮明ときておりほとんど読まれうること

がなかった」と書かれており，続いて，手写本から「学

識と才能」を託されるものとして印刷術が新しく登場

した旨が宣言されている 08）．

２．ヤコポ・ゼーノによる「建築的扉絵」受容

ラヴェンナ所蔵本に描かれた「建築的扉絵」は，従

来の写本装飾とは一線を画す絵画的構成を持ち，印刷

本における新たな視覚表現を試みていた．この扉絵が

ヤコポ・ゼーノによる明確な注文に基づいて制作され

たという証拠はなく，論者は，以下のように，むしろ

印刷業者側が，ゼーノの知的関心や美的嗜好を見越し

て意欲的に提示した作品であった可能性が高いと考え

る．

ゼーノの視覚的経験に照らすと，「石碑の前に全面

的に巻紙を垂らす」というモチーフは彼にとってまっ

たく未知のものではなかった．例えば，ニッコロ・ポ

ラ ー ニ の 前 述 の『 ア ウ グ ス テ ィ ヌ ス 神 の 国 』【 図

13ab】には，まさにそのような構成が見られた．ゼー

ノとポラーニの親密な交流を鑑みれば，仮にこの作品

を直接目にしていなかったとしても，ポラーニの造形

語彙のなかにこうしたものがあることは把握していた

ことだろう．ゼーノ自身，パドヴァ大学の卒業生であ

り，パドヴァ司教としての立場からも，ローマにおい

てパドヴァ趣味を体現できる画家としてポラーニを重

用していた事実は，その知識と嗜好を裏付けるもので

ある．

したがって，ラヴェンナ所蔵本の「建築的扉絵」に

対してゼーノが一定の理解を示す素地は既に形成され

ていたと言える．もし，「石碑の前に巻紙を垂らす」

モチーフが，複数の要素が並置される中の一つとして，

視覚的なにぎやかさや考古学趣味を演出する目的で用

いられるならば，ゼーノはそれを好意的に受容したこ

とだろう．
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ところが，ヴェンドラミンによるこの扉絵は，頁全

体に「絵画」を描くものであり，従来の写本装飾文法

に縛られないまさに「型破り」なものであった．それ

ゆえ，ゼーノの目には，写本装飾に求められる教養や

文法的整合性を欠いたものとして映ったのではないだ

ろうか．ゼーノは 1469 年にパドヴァへ帰郷した後，

自身の写字室を設け，複数の写字生や装飾画家を雇用

していたと推察されるが，次章で述べる通り，当初は，

ローマで見慣れていた白蔓文様やパドヴァ風モチーフ

など，伝統的な写本装飾様式を選択しているのである．

おそらく「建築的扉絵」は，スピラとヴェンドラミン

から見れば，印刷技術の革新性や優位性を視覚的に訴

え る た め の 画 期 的 意 匠 で あ っ た か も し れ な い が，

1469 年のローマ帰りのヤコポ・ゼーノの目には奇抜

に過ぎる「異形」のものに見えたと思われる．装飾慣

習の遵守は人文主義的知性や教養の証であり，仲間の

証でもあっただけに，積極的に受け入れる気持ちには

なれなかったのではなかろうか．少なくともこれを自

ら注文したとは考え難い．

それでも，ラヴェンナ所蔵本を通じてヴェンドラミ

ンと出会ったゼーノは，その画家としての技量には強

く惹かれたようである．新意匠そのものにはすぐには

関心を寄せなかったものの，ヴェンドラミンはその後

ゼーノの写字室に加わり，パドヴァにおける蔵書装飾

を担う代表的画家として活躍することとなった．つま

り，ゼーノは「建築的扉絵」という表現形式には慎重

であったが，ヴェンドラミンの挿絵画家としての腕前

には高い評価を与えたと思われるのである．

Ⅴ．ヤコポ・ゼーノと 1469 年以降のパドヴァ
の書物装飾

ヤコポ・ゼーノは 1469 年にパドヴァへ帰還したの

ち，およそ３年間は，自身の蔵書の装飾に「建築的扉

絵」を積極的に採用せず，むしろローマで見慣れてい

た白蔓文様やパドヴァ風モチーフの挿入といった伝統

的な写本装飾様式を選択していた．以下，1475 年ま

でのゼーノの本の装飾をいくつか確認して，伝統と革

新が拮抗する様相を観察する．

１．キプリアヌス『書簡集』（1471 年インキュナ

ブラ）【図 14】

３世紀のカルタゴ司教だった聖キプリアヌスのこの

『書簡集』はスピラ工房にて 1471 年に印刷された

（Parole dipinte（1999: 276， n.107））．この本の装飾

の特筆すべき点は，四辺およびイニシャルを囲むのは

緻密な白蔓文様のみであるという点である．印刷とい

う新技術で作られたにもかかわらず，同じジョヴァン

ニ・ヴェンドラミンが描いたものであるにもかかわら

ず，そして「建築的扉絵」というパドヴァの新たなイ

ンキュナブラのための古代風意匠の洗礼を受けた後に

もかかわらず，再び，レイアウト構成や意匠は伝統的

な写本装飾の規範を忠実に踏襲することが選択された

ことがわかる．下辺欄外中央ではいつものようにプッ

トがヤコポ・ゼーノのステンマを掲げる．

ヴェンドラミンはゼーノと出会う以前，白蔓文様を

描いた経験はなかったと考えられ，おそらく注文主の

意向によってこの装飾技法を習得したのだろう．ゼー

ノからすれば，彼は書物装飾画家としていわば「指導」

される必要があったと思われる．

図 14　Padova, Biblioteca Capitolare, Inc. 153.
キプリアヌス『書簡集』 1471 年ヴィンデリヌス・デ・
ス ピ ラ に よ っ て ヴ ェ ネ ツ ィ ア で 出 版．San Cecilio 
Cipriano, Epistolae, Venetiis, Vindelinus Spirensis, 1472, 
miniato c.1471, c. 3r Giovanni Vendramin.
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２．プラウトゥス『喜劇』（1472 年インキュナブラ）

【図 15】

この古代ローマの劇作家プラウトゥス『喜劇』はス

ピラ工房にて 1472 年に印刷された（Parole dipinte

（1999: 274， n.106））．この本の装飾はジョヴァンニ・

ヴェンドラミンの手によるもので，下辺欄外にはヤコ

ポ・ゼーノのステンマが入る．印刷本ではあるものの，

ここでもまた頁全体は平面的に捉えられ，その平面全

体を広く飾るものとして白蔓文様が選択されている．

ただし，右辺と下辺の大きな円形区画にはプットが

描かれ，左辺と上辺の小さな円形区画には古代貨幣に

由来すると思われる肖像が描かれている．繁茂する白

蔓を押し退けるようにして描かれたこれら円形区画

は，独立した自分の領域を主張しつつパドヴァ風古代

趣味を示している．

図 15　Paris, Bibliothèque nationale de France (BnF), Rés. 
Vélins 563.
プ ラ ウ ト ゥ ス『 喜 劇 』 1472 年 ヴ ィ ン デ リ ヌ ス・ デ・ 
スピラとジョヴァンニ・ダ・コロニアによってヴェネ 
ツ ィ ア で 出 版．Plauto, Comoediae, Venezia, Vindelino 
da Spira e Giovanni da Colonia, 1472, miniato c.1472, c. 
B1 Giovanni Venderamin.

３．ヴルトゥリオ『戦争論』（1472 年手写本）【図

16ab】

リミニの僭主シジスモンド・マラテスタの宮廷にい

た人文主義者ロベルト・ヴルトゥリオ（生没 1405-

1475）が 15 世紀半ばに書いた『戦争論』は大きな

評判を呼び，1472 年にヴェローナで出版されるに至っ

た．この手写本は，1472 年にヴェローナで印刷され

たその印刷本を原本として，それを手で筆写したもの

であることが判明している（Parole dipinte（1999: 

280， n.109））．インキュナブラ黎明期にはこのよう

に印刷本を筆写するという事例もあった．青い背景の

中に人物像と白蔓文様が入り混じるこの奇妙で美しい

挿絵は，一般にジョヴァンニ・ヴェンドラミンの手と

されている．下辺には文字列と同幅の赤枠が作られ，

その中にはゼーノの盾形紋章を支える武装したプット

が配されている．

三辺には戦争に関する神々（ユピテル，クピド，マ

ルス，ウルカヌス）や武具甲冑などが大きめに丁寧に

描かれており，白蔓文様はイニシャル内と右辺に現れ

るのみである．古代モチーフからなる世界に白蔓文様

が混入したようにも見える．右下の大壺と二人の人物

像の部分は白抜きのままでおそらく未完であるのだ

が，この二人は獣足をしており，もはやプットではな

く半獣神であることがわかる．

同じゼーノ所蔵の本でおそらく同じ 1472 年に同じ

画家が描いた前述の印刷本プラウトゥス【図 15】と

比較すると，両者ともに，白蔓文様と古代モチーフが

拮抗しながら折衷様式を作り出していることは同じで

ある．一方は印刷本でもう一方は手写本でありながら，

この二点では，文字テクストを枠で囲んで独立させた

図 16　Padova, Biblioteca Capitolare, ms. D11.
ヴルトゥリオ『戦争論』 1472 年 ,「IO.NY」と記銘する
筆 記 者 に よ る 手 写 本．Roberto Valturio, De re militari, 
1472, miniato c.1472, c.1r Giovanni Vendramin.（左から）
a. 全体　b. 部分
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うえで，周囲を何らかの装飾（モチーフの種別とその

面積比率の違いこそあれ）で埋めていこうとするその

平面的コンセプトは変わらない．つまり 1472 年の時

点では，印刷本であるかどうかには頓着せず，本の装

飾は根本的に従来の手写本の装飾ルールに従っている

のである．

４．マクロビウス『『ソムニウム・スキピオニス，

サトゥルナリア』（1472 年インキュナブラ） 

【図 17】

5 世紀ローマの著述家・文法学者テオドシウス・マ

クロビウスのこの本は 1472 年にジェンソンによって

印刷された．ヤコポ・ゼーノ所蔵のこの一冊にはヴェ

ンドラミンの手に帰される扉絵装飾があり，ゼーノの

家紋が左右と下に三度も描き込まれている．知られる

限り，1469 年のラヴェンナ所蔵本以来，再び「建 

築的扉絵」がヤコポ・ゼーノの蔵書のなかに現れるの

はこれが最初である（Parole dipinte（1999: 272， n. 

105））．

赤い枠組みの巨大な石碑がページの中央に立ってお

り，その間隙の向こう側には枯れ木と切り株のある人

気のない遠い風景と空が覗いている．石碑の上部には

植物文の浮彫のあるブロンズ製の飾りが載っている．

その左右に置かれた金の球体のおもりには紐がついて

いて，そこから吊り下がる果物が古代の祝祭的な雰囲

気を高めている．垂れ下がる巻紙というモチーフは今

回は採用されなかったことが分かる．台座部には紫の

羽目板に華麗な植物文が彫られ，中央のヤコポ・ゼー

ノの家紋を飾っている．

さきほどのプラウトゥス『喜劇』【図 15】とこのマ

クロビウス【図 17】は，同じ 1472 年に印刷された

同じインキュナブラ（非手写本）である．所有者も装

飾画家も同じである．ところが，前者では伝統的な手

写本装飾文法に従った白蔓文様を含む折衷様式が選ば

れており，一方こちらの後者マクロビウスでは新しい

装飾様式の建築的扉絵が選ばれている．新意匠は，イ

ンキュナブラだから選ばれたというわけではないこと

がわかる．

図 17　Padova, Biblioteca Capitolare, Inc.249.
マクロビウス『『ソムニウム・スキピオニス，サトゥル
ナ リ ア 』　1472 年 ニ コ ラ・ ジ ェ ン ソ ン に よ り ヴ ェ ネ 
ツィアで印刷．Aurelio Teodosio Macrobio, In somnium 
Scipionis expositions. Saturnalia, Venetiis, Nicholus 
Jenson, 1472, miniato c.1472, c.1r Giovanni Vendramin.

５．セネカ『哲学・書簡集』（1475 年インキュナ

ブラ）【図 18】

１世紀頃の古代ローマの政治家・哲学者・劇作家ル

キウス・アンナエウス・セネカのこの本は，ナポリで

1475 年に印刷されており，恐らく同年に装飾も施さ

れた．この扉絵装飾はジョヴァンニ・ヴェンドラミン

の手に帰されている．これもまたゼーノの蔵書である

（Parole dipinte（1999: 286， n.112））．

頁全体は再び文字印刷のための単なる二次元平面へ

と差し戻されている．左縁では青を背景にした緑の植

物文様が渦巻きながら縦に連なっている，その中に

立っている着衣の天使が真珠で縁取られた正方形の枠

を両手で支えているが，その枠の中では幼子イエスが

イニシャル「O」の立体文字と戯れている．頁下部に

は建築的な台座が描かれており，その中央には真珠の

楕円形の中に盾形紋章が入った飾りが吊り下げられて

いる．台座の表面には大理石模様が描かれ，さらに古

代風の人物像が左右に配されている．台座の横では，

左右ともに小さな若木が数本伸びている．つまり，前
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述の 1472 年のマクロビウスの印刷本【図 17】で一

度復活した建築的扉絵は，1475 年のこの印刷本では

選択されていないのである．

とはいえ，この台座がその上にある印刷文字の幅と

ちょうど同じ幅で描かれていて，さらに台座の周囲に

地面と樹木が描かれているため，「建築的扉絵」を見

たことのある者の眼には，この台座の上にあたかも「見

えない白い石碑」が立っているかのようも見えたかも

しれない．二次元と三次元が混在する視覚的実験のよ

うでもあり，不思議なだまし絵的効果が生じている．

以上，1475 年までのゼーノの本の装飾を概観し，

彼の蔵書の造形語彙の中に「建築的扉絵」がすぐには

取り入れられなかったことを確認した．代わりに頻用

されていたのは白蔓文様や古代風モチーフとの折衷様

式であり，つまりは彼がローマで馴染んでいたような

装飾様式であった．ローマで修得した書物装飾の慣習

を遵守することは，知識や教養の証明でもあり，広義

には人文主義的共同体への帰属意識の表出でもあった

からであるだろう．

図 18　Padova, Biblioteca Capitolare, Inc.349.
セネカ『著作集』 1475 年マティアス・モラヴォスにより
ナポリで出版．Lucio Anneo Seneca, Opera philosophica,  
Epistolae, Neapoli, Mathias Moravus, 1475, minato 
c.1475, c. 1r Giovanni Venderamin.

Ⅵ．結語

1469 年にヴェネツィアで初めて印刷された『博物

誌』において，印刷出版業者スピラはコロフォンにて，

印刷技術の革新性を高らかに謳い，手写本に対する優

位性を強調した．画家ヴェンドラミンはおそらくその

意図を汲み取り，ラヴェンナ所蔵本の冒頭に，従来の

写本装飾の規範から逸脱した新意匠「建築的扉絵」を

案出した．これは，いわば，印刷本のための装飾は新

たな視覚言語を構築すべきであるという宣言でもあっ

たと思われる．

本稿では，パドヴァとローマを往還しながら多様な

書物装飾に触れてきたパドヴァ司教ヤコポ・ゼーノの

生涯を，書物装飾との関わりを軸に振り返った．そし

て 1469 年のラヴェンナ所蔵本において初めて遭遇し

たインキュナブラのためのこの新様式「建築的扉絵」

が，書物装飾の視覚的経験と様式受容の慣習と照らし

て，彼にどのように理解され，受容されたのかを検討

した．

生涯にわたって培われた書物の装飾様式についての

諸知識と実践，パドヴァ的考古趣味を体現する画家

ニッコロ・ポラーニの重用，そしてパドヴァでの画家

ヴェンドラミンへの「指導」などを総合的に勘案する

と，ヤコポ・ゼーノが書物の装飾を選択する際には，

人文主義的な知見や伝統的な写本装飾の経験に一致

し，書物の内容や用途に相応しい様式であることが重

視されていたことが明らかとなる．装飾は，書物に関

する知性と教養を視覚的に示す手段であった．彼に

とっては，手写本か印刷本かという技術的区分よりも，

従来の書物文化の文脈と規範に従うことのほうがはる

かに重要だったと考えられる．スピラの声高の印刷術

礼賛も，ゼーノにはそれほど響かなかったのだろう．

ラヴェンナ所蔵本は当初は「異物混入」のような形で

蔵書に加えられたと想像されるのである．

パドヴァに帰還した 1469 年から 1475 年までの

ゼーノ蔵書に見られる装飾は，白蔓文様と古代モチー

フの折衷，建築的扉絵の再登場など，単線的な様式の

進化ではなく，複数の様式が拮抗し混在する複雑な様

相を呈していた．「建築的扉絵」がすぐには定着しな
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かったことからも，印刷本であるか否かにかかわらず，

装飾は依然として写本装飾の文法に準拠し，視覚的伝

統に深く根差していたことが示唆される．「建築的扉

絵」の登場は，いうなれば，写本と印刷本，装飾と絵

画，古代とルネサンスの間に生じるせめぎ合いと共鳴

の渦中に投じられた一石であったのだが，それはすぐ

には大きな波紋を広げることはなかった．バルトロメ

オ・サンヴィートとガスバレ・ダ・パドヴァのパドヴァ

のコンビが，ローマ教皇庁という写本制作の一大中心

地において白蔓文様を凌駕してパドヴァの「建築的扉

絵」を主流にしていくのは，次の教皇シクストゥス四

世の治世下（在位 1471-1484 年）であり，図書館長

バルトロメオ・プラティナ（就任 1475 年）の庇護の

もとにおいてであった（松下（2006））．

「建築的扉絵」はのちの時代に，印刷本のタイトル

ページにおいて古代建築を模した定型表現へと姿を変

え，知の殿堂としての書物という理念を視覚化するデ

ザインとして大量生産されるようになった（Cole

（1971））（McFadden Smith（2000））（ゴールドシュ

ミット（2007））．しかしヤコポ・ゼーノが生涯を通

じて選び取った書物装飾は，あくまで写本文化に根ざ

した視覚的教養と人文主義的知見に裏打ちされた，文

脈に則した一つ一つの選択の実践であり，個別的に手

で描かれるものであった．彼の蔵書に見られる装飾の

ありようは，技術変革にともなう書物史の大転換期の

はじまりにあって，旧来の文化慣習がどのように変容

しはじめたのかを示す貴重な最初期例として位置づけ

られるだろう．

註
01）「建築的扉絵 frontespezio architettonico」は 1469 年に初

めて，このラヴェンナ所蔵本と，もう一冊，リウィウスの
インキュナブラに現れた．現在ウィーンに所蔵されるこの
リウィウスの一冊は，ローマで出版直後ヴェネツィアに運
ばれて「プットの親方」によって扉絵が描かれた（Titus 
Livius, Historiae Romanae decades, ed.by Johannes Andreae 
Bishop of Aleria; ISTC il00236000; Vienna, Graphische 
Sammlung　Albertina, Inv.2586）．文献については註 08
を参照．ところで「扉絵」あるいは「タイトルページ」は

印刷本の形式が整えられてから登場したため，正確に言え
ば 1469 年の当時存在しなかったのだが，本論考では，本
文の始まる最初の頁のことを「建築的扉絵」という術語に
倣って，便宜上「扉絵」と呼ぶこととする．

02）ヤコポ・ゼーノの伝記や書籍収集については Bertalot and 
Campana（1939），Govi（1951）， Mariani Canova（1978），
Mariani Canova（2008）， De Blasi（2020），I manoscritti

（2014），Fumian（2014），Bianca（2024）などを参照．
03）ボルソ・デステの『聖書』（Bibbi di Borso d’Este）につい

ては Toniolo（1995），Toniolo（1997）， 京谷啓徳（2002），
Toniolo（2004）などを参照．

04）巻紙には　「AVRELII/AGVSTINI/DECIVITATE/　DEI LIBER 
/ PRIMVS /I NCIPIT / FELICITER 」と書かれている．また
石碑側面には「1459 年 10 月 1 日」（M.CC/CC/LVI/III/ A 
DI/ P[rimo]/ OT/ VB/ RI/ O），基台には「司祭ニッコロ・
ポラーニが私を作った」（PR[esbiter] NICHOLAVS POLANI/ 
ME FECIT）とある．この本はピウス二世の右腕だったテアー
ノ司教ニッコロ・フォルテグエッリのために制作されたが，
元々は教皇への献呈写本として始められた可能性が高い

（Zabeo (2017:185））．
05）例えばラポ『陳述』【図 07ab】を描いた画家は，カノーヴァ

によってまず「ヤコポ・ゼーノのローマのプリモ・マエス
トロ（第一親方）（primo maestro romano dello Zeno）」と
名付けられた（Mariani Canova (1978：48））．その後，ル
イスシャールトがこの画家をジュリアーノ・アマデイとい
うトスカーナ出身の画家と同一視することを提案したが

（Ruysschaert (1968:258-267）），さらに後ペッティナーニ
がアマデイとの類似性を認めた上で「ピッコローミニのミ
ニアトーレ Miniatore dei Piccolomini」への帰属を提案す
る（Pettinati（1990: 49））など，複雑な経緯を辿ってい
る（Parole dipinte（1999: 264）（I manoscritti（2014: 
712-717））（Zabeo (2017; 228））．このように一般に挿絵
画家のアトリビューションは専ら様式による判断が重視さ
れており，困難を極める．加えて，様式鑑定を得意とする
目利きの研究者によって同画家の手になると思われる手写
本グループが識別されてまとめられたとしても，サインを
残す習慣が殆どないため，大抵はそこに「～の親方」のよ
うな説明調の名称が付けられるばかりである．今回，画家
の帰属に触れるとこのような煩雑さで議論の方向を見失い
かねないため，わずかな有名挿絵画家を除いて作者の名は
特に記さず，帰属をめぐる議論にも触れないままとする．

06）その他，ローマには，例えばドイツ由来の写本装飾も一部
流入していた．ローマ教皇庁には当時，教皇庁の外交政策
にも深く関与したクザーヌス枢機卿をはじめドイツ人聖職
者や関係者も出入りしていた．当然ながらイタリア人にも
込み入った微細な線描の装飾などを「ドイツ風」として実
見する機会はあったものと思われるが，今回はイタリア人
文主義の系統の本の装飾についての議論に集中するため，
これについては割愛する．

07）「建築的扉絵」の成立と発展については Armstrong（1981），
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Andrews（1999），松下（2023: 9）などを参照．またラヴェ
ンナ所蔵本の出展歴に関して言えば，この本は 199 ４-95
年にロンドンおよびニューヨークで開催された大展覧会

（The Painted Page（1994）），1999 年のイタリアのパドヴァ
での大展覧会（Parole dipinte（1999））に出品され，どち
らにおいても「建築的扉絵」の嚆矢として紹介された．さ
らに 2018 年のフランクフルトの展覧会にも出品された

（Hinter dem Pergament（2018））．
08）コロフォンは以下の通り．スピラが古代のプリニウスに扮

して一人称で語るという珍奇な形式で，手による筆写より
も印刷術の方が読みやすく優れていることが謳われてい
る．「Quem modo tam rarum cupiens vix lector haberet, / 
Quique etiam fractus pene legendus eram: / Restituit 
Venetis me nuper Spira Ioannes: / Exscripsitque libros aere 
notante meos. / Fessa manus quondam moneo: calamusque 
quiescat, / Namque labor studio cessit: et ingenio. / M.
CCCC.LXVIIII.」（Pollard（1905：35））．「読みたいと望む
読者も，あまりに希少なので私［＝プリニウスの本］を手
に入れることはほとんどかなわなかった．読者にとって，
私［＝プリニウスの本］はその上不鮮明ときておりほとん
ど読まれうることがなかった．しかし近頃，ヨハンネス・
スピラが私をヴェネツィアの人々に取り戻させた．彼は，

「書く真鍮」で［＝活版印刷を用いて］私の書物を書き上
げたのである．私は助言する，疲れた手とペンを休めるよ
うに，と．というのも，［写字生の］単なる労働は，学識
と才能とに席を譲ったのだから．1469 年．」（拙訳，［　］
内は論者による補足）．
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